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１．研究の概要 

プロジェクト
名 教師個々の省察的資質伸張を支援する指導内容についての研究 

プロジェクト 
期間 平成27年度 

申請代表者 
（所属講座等） 

若木常佳 
（教職実践講座） 

共同研究者 
（所属講座等） 

山﨑直人 

（長崎市立大浦小学校）：実践の提供 

取組方法・取

組実績の概要 

１ 目的 
 教師個々の省察力の育成・強化のために必要な指導内容やサポートのあり方を，具体事例から導出
すること。 
２ 研究の概要 
 教師個々の省察力の育成・強化については，対象者の身内に省察的資質を根付かせるという意識の
もとで時間をかけて取り組む必要がある。そのためには，大学や大学院，学校現場で行うべき❶具体
的な指導内容やサポート内容の精査，❷具体的な指導内容やサポート内容の開発，❸それらを組み上
げたプログラムの構築と必要な教材の開発，❹❸についての実施と検証，を行わなければならない。 
 本プロジェクトで取り組むのは，上記のうちの❶具体的な指導内容やサポート内容の精査である
が，これについては，12段階のステップを設定しており，今回はその初期段階となる。 
 対象とする具体事例は，20 年間一人で自己省察を続け，毎年１冊の冊子にまとめてきた山﨑直人
（現職：長崎市立大浦小学校校長）の自己省察記録である。収集した20 冊の山﨑氏の自己省察記録
について分析することと山﨑氏への半構造化インタビューを併用する。  
３ 取組実績の概要 

①収集した 20 冊の山﨑氏の自己省察記録について全体整理と研究の意義（全国大学国語教育学会

2015年10月の第129回大会で発表）②山﨑氏に半構造化インタビューを実施（2016年1月13日に，

長崎市立大浦小学校でインタビュー実施，この内容については，全国大学国語教育学会2016年 5月

の第130回大会で発表予定 発表受付済）③山﨑氏の授業実践を参観し，①②で捉えた山﨑氏の理念

が反映されている様子を確認（2016年5月発刊の日本国語教育学会の依頼論文に紹介） 

研究成果の 
概要 

① 山﨑氏の自己省察記録について全体整理（全国大学国語教育学会 2015 年 10 月の第 129 回大会
で発表） 

 山﨑の20 冊の「国語実践ノート」には，授業実践，雑誌等の原稿や発表や助言，授業者への手紙
や通信等，423という数の省察を自身で継続して行ってきていることが明らかとなった。 
 山﨑の場合，「『頭の中』に入って増殖をつづけ一般性をおびるような具体」として存在しているの
が，野地の「個体史」についての理論と野口の記録への意味を示した言葉，そして，大村や野口の記
録の実際物である。しかし，これらは，種子として蒔かれて山﨑の内部に存在してはいたものの，時
を経てその種子の存在に気づくような出会いによって，「『頭の中』に入って増殖をつづけ一般性をお
びるような具体」として山﨑の中に明確に位置づいた。種子が蒔かれること，それが守られること，
種子の存在に気づかせる出会いによって，そして，加えれば自身が持つコア・クオリティによって，
山﨑は「自分のやるべきこと」を見つけ「国語実践ノート」は成立したことになる。 
② 山﨑氏に半構造化インタビュー，集積された体験により形成された「実践的思考様式」を捉え，

それらから教師として望ましい姿に育てていくために必要な指導内容やプロセスに手がかりと
なることを得ること（全国大学国語教育学会 2016 年 5 月の第 130 回大会で発表予定 発表受付済） 

 被学習者としてあるいは初任地での教員としての体験の集積は，Ｙ氏の中に「実践的思考様式」を

形成した。それらは，授業観や学習観に関係するものと教師のあり様（教師観）に関係するものに分

けることができる。授業観や学習観に関係するものとしては，大村はまの実践や国語科単元学習の理

念，他者が自己の成長に不可欠なこと，指導技術や授業構築のプロセスの重要性である。教師のあり

様に関係するものとしては，子どもを信じる，子どもと楽しむ，子どものためになることなら何でも

やるという姿勢，子供と一緒に楽しみ，寄り添っているという子どもに対するあり様であり，もう一

つは，実践記録を冊子にする「研究の厳しさと追究する厳しさ」や同僚の教師に本気で向き合うとい

う教師としてのあり様である。 
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